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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 掛地 吉弘 神戸大学大学院医学研究科外科学講座食道胃腸外科学分野 教授 

研究協力者 鈴木 知志 兵庫県立がんセンター消化器外科 部長 

 

 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
日本胃癌学会が登録委員会を中心に行って

きた臓器がん登録（全国胃がん登録）を
National Clinical Database (NCD)に実装し
、利活用を計る。 
 
Ｂ．研究方法 
日本胃癌学会（2019～2021 年度）理事会

議事録および登録委員会議事録を参照する。 
（倫理面への配慮） 

NCD への胃がん登録は神戸大学大学院医
学研究科倫理委員会で承認され、オプトアウ
トルールで実施されている。 
 
Ｃ．研究結果             
1. 対象の「臓器がん登録の予後データ」に全
国がん登録データの予後データを反映させ
る意義とその体制構築に向けた討論の必要
性に関し各学会役員会、登録事業担当委員会
等での検討内容。 
日本癌治療学会から要請としての「厚生労
働省科学研究費補助金による研究班」からの
照会内容を審議した。その結果、日本胃癌学
会としては紹介内容が適切であるとの結論
に至り、現行の「がん登録推進法」の一部改
訂あるいは解釈の工夫を依頼すべきとのこ
ととなった。ついては、同一内容で同意する
学術団体名の連名による厚生労働大臣宛、及
び同法の見直し等を検討する研究班の研究
代表者東 尚弘先生宛、にその内容の要請を
行うこととなった。 

2. 症例登録の登録内容に対し正誤確認に関
する登録後検証の実施の有無。 
症例登録の登録内容に対し正誤確認に関す
る登録後検証は未だ実施していない。今後、
検証の在り方を登録委員会で検討していく。 

3. 第三者機関への登録・分析依頼の実施状況 
「一般社団法人 National Clinical Database」
に登録、データ管理、及びデータ分析を委託
し、全て委託した学会の指示・要望に基づい
て分析行為に及ぶことと規定されている。 

4. 登録事業非実施学術団体においては、非実
施、非事業化となっている背景と、実施へ向
けた検討を行う。 
説明については非該当項目 

5. 登録事業に関する学会内での課題・問題内
容の紹介の有無。 
日本胃癌学会登録委員会の論議に於いて、

登録事業に関する課題として、以下の内容を
共有している。 

1). 外科症例、内視鏡症例ともに悉皆性の改善 
2). 化学療法症例のデータベース構築 
3). 長期予後の情報 
6.登録先機関別の紹介。 
「一般社団法人 National Clinical Database」
に登録、外科症例 74 項目、EMR/ESD 症例
45 項目、年間運営経費 198 万円、Annual 
Report 解析費 70 万円。 

7.通年登録データを利活用した臨床研究では
なく短期間登録によるデータを用いた臨床
研究の経験について。 
無し：2018 年から NCD に実装した 2011

年症例からのデータを用いた臨床研究は登
録委員会で今後検討していく。 

8.「通年登録に関する規定」及びその「登録
データの利活用に関する臨床研究における
学会内規定」の現状について。 
無し：登録委員会で今後検討していく。 

9. 登録データを活用した研究報告（論文また
は学会発表）の研究内容に関し、一般国民向
けへの特設説明サイトについて。 
無し：今後、日本胃癌学会のホームページ

研究要旨（胃癌臨床データベースの現状と将来） 
2017年度の厚生労働省の臨床効果データベース整備事業により、胃がん登録がNCDへ実装
され、2018年から後ろ向き登録と前向き登録が開始された。データ登録の悉皆性が高まる一
方で、5年追跡完遂率の改善や重複例の確認など、データの品質向上の余地がある。全国が
ん登録や院内がん登録の予後データを反映させるデータベースの補完が進むことでデータ
の精確性が増すと考えられ、日本癌治療学会を中心とした検討を行った。日本胃癌学会の登
録委員会で登録データの利活用や解析結果の国民への還元を進めるべく準備をしている。 
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で一般国民向けのサイト設定を予定してい
る。市民向けの研究結果報告に対する説明時
の、二次利用の明文化については登録委員会
で今後検討していく。 

 
Ｄ．考察               
 胃がん登録はこれまでの全国胃がん登録を
踏襲して 2018 年から NCD に実装された。
2011～2013 年症例の 3 年分を新潟大学医療
情報部と NCD に重複して登録し、2014 年症
例からは NCD への登録に一本化された。 
 胃がん登録の現状の課題の一つは、予後デ
ータの登録であり、各施設内で全国がん登録
データを反映させた院内がん登録の予後デー
タを臓器がん登録へ反映させることができれ
ば、長期予後データが補完でき、精確性が増
すと考えられる。 
 登録データの品質保証のための audit や登
録データを利活用した研究も進めていきたい
。一般国民へ成果を還元するために、解析結
果の公表・説明を日本胃癌学会ホームページ
上で行う予定である。 
 
Ｅ．結論 
 胃がん登録は NCD に実装され、悉皆性を
高めて利活用されることが今後期待される。
全国がん登録や院内がん登録の予後データを
反映させるデータベースの補完が進むことで
データの精確性が増すと考えられる。 
 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
特になし 


